
一般会計補正予算可決
　コミュニティ助成や子育て支援

議会報告会の開催

新しい委員会構成

条例改正可決
　特別職及び一般職の給与の削減

※日程は、変更になる場合があります。

平成25年第3回定例会日程（予定）

お知らせ

委員会報告
（質疑、討論、表決）

議員提出議案
（上程、質疑、討論、表決）
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主な内容会議名曜日月

9 4

議会だよりに対するご意見は

暑さをふっとばせ！

　町
議
1
期
目
に
広
報
委
員
に
な
っ
て
以
来

実
に
16
年
振
り
に
広
報
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

委
員
長
を
先
頭
に
新
人
議
員
の
皆
さ
ん
が
実

に
手
際
よ
く
仕
事
を
進
め
て
い
る
の
を
み
て

感
心
し
ま
し
た
。
町
議
1
期
目
の
広
報
委
員

時
代
と
は
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回

は
初
参
加
で
す
の
で
、
み
ん
な
が
気
を
使
っ

て
く
れ
て
何
と
か
付
い
て
行
っ
た
と
い
う
の

が
実
情
で
す
。
一
方
で
確
実
に
世
代
交
代
が

進
ん
で
い
る
と
言
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

議
会
も
一
つ
の
社
会
と
考
え
る
と
、
元
気
な

若
手
の
議
員
、
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
議
員
、

子
育
て
真
っ
最
中
の
議
員
等
々
こ
れ
等
が
織

り
成
し
て
或
い
は
切
磋
琢
磨
し
て
住
民
の
た

め
の
政
治
が
行
わ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
喜

ば
れ
る
議
会
活
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

痛
感
し
て
い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
は
そ
の
議

員
の
活
動
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
の
が
使
命
と
思
い
ま
す
。
今
年
は

例
年
に
な
い
猛
暑
、
お
体
を
大
切
に
！
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合志市議会だより  きずな
No.30　2013年8月15日

合志市 議会だより 第30号

（合志南小学校  プ
ール授業風景）

主な内容

遠い昔の水泳の授業

を思い出します。プー

ルで泳ぎを覚えまし

た。

子どもたちの未来が

キラキラ輝いていま

す。

合志市議会事務局

 電話  096-248-1111（代表）
　　　　　　　248-2038（直通）
 Fax　096-248-2047
 メールアドレス  gikai@city.koshi.lg.jp

表紙のはなし

合志義塾

　合志義塾は、
教育勅語に感
銘を受けた工藤
左一（さいち）と
平田一十（いち
じゅう）の二人の青年教師が、農村の子どもたちに中等以上
の教育の機会を与えようと設立した私塾です。明治25年4
月に合志郡西合志村の黒松に開校し、昭和25年3月まで
の58年間に6,590人の卒業生を送り出しました。
　この塾では、戦前の時代としては珍しく、英国の名門学校
のような自治制を敷いた男女共学の農民教育を行いました。

　市では合志義
塾を題材にした
マンガを、来年３
月末までに作成し、
市内の学校や施
設に配布する予
定です。

草創期の合志義塾生

昭和6年頃の合志義塾



一般会計補正予算 （第2号）
　補正額 9,223万円
　総　額 174億6,377万円
主なもの

人 事  案  件

平成25年度

歳出

合志市議会だより
第30号第30号 2

合志市議会だより
3

gi k a i2 0 1 3

　6
月
定
例
会
は
、
6
月
7
日
か
ら
24
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　合
志
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
な
ど
条
例
2
件
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
予
算
3

件
、
そ
の
ほ
か
合
志
市
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
人
事
3
件
、
報
告
5
件
、
合
わ
せ
て
合
計
13
件
が
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　最
終
日
に
合
志
市
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
な
ど
4
件
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
地
方
交

付
税
削
減
に
対
す
る
意
見
書
」
の
提
出
が
追
加
提
出
さ
れ
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　一
般
質
問
は
、
10
人
が
市
政
に
関
す
る
問
題
を
質
問
し
ま
し
た
。

平成25年第2回定例会日程

合志市監査委員

合志市教育委員

後藤 修一 氏（須屋）

人権擁護委員

坂本 夏実 氏（幾久富）

中島 　守 氏（栄）

質疑、委員会付託

付託事件の審査

一般質問

委員会報告
（質疑、討論、表決）

議員提出議案
（上程、質疑、討論、表決）

市長提出議案上程
及び説明

主な内容

本会議

常任委員会

本会議

本会議

本会議

会議名

水

木

金

火

水

木

月

金

曜

12

13

14

18

19

20

24

7

日

6

月

条例制定・改正
合志市子ども・

子育て会議条例の制定

合志市ひとり親家庭等医療費の
助成に関する条例の一部改正

合志市長等の給与の特例に
関する条例制定

合志市一般職の給与の
特例に関する条例制定

合議制の機関として設置するもので、組織
及び運営に関し必要な事項を定め、保育
所等の利用定員の設定や子ども・子育て
支援施策の推進を図るため。

熊本県ひとり親家庭等医療費助成事業補
助金交付要件が本年4月に一部改正され
たため、本市条例の改正。
（児童手当については、父又は母がDV防
止法による保護命令を受けた場合には、直
ちに支給対象とする）

市長、副市長、教育長の給与削減、月額、
一律10％減額、H25.7～H26.3の期間

一般職の給与削減
職階級の月額給与（1級～7級）に対応して
3％～7％、時間外勤務手当の減額、管理
職手当一律10％の減額
H25.7～H26.3の期間

　２０１３年度地方財政対策は、地方が強く訴えてきた一般財源総額
確保の要請に応え、緊急防災・減災事業や地域の元気づくり事業の需
要の積み上げや、地方交付税の別枠加算が確保されたものの通常収支
分の地方交付税が削減されたところである。
　緊急経済対策や大胆な「１５ヶ月予算」の円滑かつ迅速な実行により、
国と地方が協同して地域経済の活性化に取り組もうとしている一方で、
この１０年あまり国をはるかに上回る地方の行財政改革の努力を評価
することなく、国家公務員の給与減額支給措置に準じて地方公務員の
給与の削減を求めると共に、それを前提として地方交付税を削減した
ことは、財政力の弱い自治体ほどその影響を大きく受け、「地域経済
の再生なくして、日本経済の再生なし」との国と地方の共通認識から
も極めて問題である。地方公務員給与の削減は、中小・地場産業で働
く労働者にも影響し、地方経済の疲弊を深刻なものにし、「デフレ脱却」
に逆行する。
　本来、地方公務員の給与については、地方自治の本旨の下、地方議
会や住民の意思に基づき、自主的に定められるものである。国が地方
公務員の給与削減を強制することは「地方自治の本旨」の根底に関わ
る問題であるとともに、地方分権に逆行するものである。
　ましてや、地方交付税を利用しての削減を要請することは、地方の
固有の財源という性格を否定するものであり、地域間の財源の均衡を
図る地方交付税の目的からして断じて行うべきではない。
　よって、国会及び政府におかれては、次の事項の実現について強く
要望する。

記

１　地方分権の推進、地方税財源の確保・充実に逆行し、地方との十
分な協議を経ないまま、地方公務員給与費に係る地方交付税を一
方的に削減する今回のような措置は二度と行わないこと。

２　本来、地方公務員の給与は、地方公務員法により個々の自治体の
条例に基づき、自主的に決定されるものであり、その自主性を尊
重すること。

　
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２５年６月２４日
　
衆議院議長　　
参議院議長　　
内閣総理大臣　　　　あて
総務大臣　　　
財務大臣　　　
内閣官房長官　

熊本県合志市議会

「地方交付税削減に対する意見書」

国に意見書提出

コミュニティ助成事業
補助金　
             2,190万円

子ども・子育て支援事業
計画策定ニーズ調査委託
 　　　　　 292万円

合生、立割、笹原、黒石のコミュニ
ティ整備のため

子ども子育て支援事業計画の策定
が義務付けられたことへのニーズ
調査のため

保育士の処遇改善に取り組む保育
所への補助金（18園分）

私塾「合志義塾」を郷土の誇れる
歴史として伝えていくための学習
マンガを制作するため

保育士等処遇臨時
特例事業補助金
　　　　　　3,591万円

郷土マンガ「合志義塾」
作成委託
　　 　　　　 400万円

ご  とう   しゅういち

さか もと    なつ  み

なか しま　　   まもる
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合志市議会だより
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議会運営委員会

●担当する事項
＊議会運営に関すること
（会期日程、一般質問、陳
　情・請願等の取り扱いな
　ど）

＊議会の規則、委員会の条
　例等に関すること

＊議長の諮問に関すること

前列
後列 　吉永 健司　　木場田 孝幸　　 青木 照美　　木村 祐一

○尾方 洋直　◎坂本 武人 　　　島田 敏春　

◎は委員長、○は副委員長

議会広報調査特別委員会

●担当する事項
　市民へ議会情報を分かり
　やすく知らせるための議
　会だよりの編集、発行に
　関すること

前列
後列 西嶌 隆博　　上田 欣也　　松本 龍一

○今村 直登　◎島田 敏春 　　後藤 修一

◎は委員長、○は副委員長

総務常任委員会

常任委員会審査報告常任委員会審査報告S t a n d i n g  c o m m i t t e e常任委員会審査報告常任委員会審査報告 S t a n d i n g  c o m m i t t e e

委
員
会
構
成
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

平
成
25
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

●所管の範囲
　・総務部
　（総務課、財政課、市民課、
　　税務課、環境衛生課）
　・政策部
　（まちづくり戦略室、企画課、
　　商工振興課）
　・会計課
　・選挙管理委員会事務局
　・監査委員事務局
　・議会事務局
　・他の常任委員会の所管に
　　属さない事務

前列
後列 西嶌 隆博　　濱元 幸一郎　　坂本 武人

来海 恵子　○東 孝助 　◎吉永 健司　　島田 敏春　　

◎は委員長、○は副委員長

（
総
務
課
）

問

　給
与
等
の
大
幅
な
減
額
の
理
由
は
。

答

　新
採
職
員
は
、
当
初
総
務
課
で
計
上

し
、
そ
の
後
、
人
事
異
動
に
伴
い
各
担
当

課
に
移
行
し
た
た
め
。

問

　シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
及
び
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
補
助
金
に
つ
い
て
詳
し
い
説

明
を
。

答

　今
回
の
対
応
は
、
基
の
給
料
は
変
更

せ
ず
、
職
階
級
ご
と
に
減
額
す
る
割
合
が

違
う
た
め
現
状
の
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る

も
の
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
は
、
4
地
区

で
全
額
が
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
補

助
金
で
あ
り
、
6
事
業
を
申
請
し
4
事
業

が
採
択
さ
れ
た
。

（
税
務
課
）

問

　給
料
の
減
額
が
あ
る
様
だ
が
、
職
員

体
制
に
変
更
が
生
じ
た
の
か
。

　収
納
班
は
職
員
一
人
当
た
り
約
4
0
0

人
の
滞
納
者
を
抱
え
る
と
い
う
現
状
で
滞

納
徴
収
体
制
に
無
理
が
あ
る
の
で
は
。

答

　正
規
職
員
23
人
に
変
更
は
な
い
。

　収
納
班
は
9
人
体
制
で
行
っ
て
い
る
が
、

新
規
滞
納
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
早
期
対

応
を
行
い
、
電
算
等
の
改
修
で
対
応
で
き

る
分
は
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

（
商
工
振
興
課
）

問

　債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
、
総
合
健

康
セ
ン
タ
ー
の
物
産
館
と
本
館
を
切
り
離

す
目
的
と
指
定
管
理
者
を
公
募
に
す
る
理

由
は
。

答

　物
産
館
と
本
館
で
は
、
そ
も
そ
も
目

的
が
違
っ
て
お
り
、
本
館
の
収
支
状
況
を

明
確
に
す
る
た
め
。
物
産
館
で
は
、
そ
の

利
益
が
産
業
振
興
に
有
益
に
な
る
よ
う
改

善
す
る
た
め
に
切
り
離
す
。
指
定
管
理
者

の
公
募
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
経
営
感
覚

を
取
り
入
れ
て
、
経
営
の
改
善
を
図
る
た

め
。

問

　施
設
の
修
繕
費
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
一
定
金
額
以
上
は
、
市
が
負
担
す
る
の

か
。

答

　市
が
負
担
す
る
予
定
だ
が
、
大
規
模

改
修
を
行
う
の
で
、
一
定
期
間
は
、
大
き

な
修
繕
は
発
生
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
反
対
討
論
】

　シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
は
、
特
別
職
、
市

職
員
等
の
給
料
減
額
の
た
め
で
賛
成
で
き

な
い
。
ま
た
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
（
ユ
ー

パ
レ
ス
弁
天
）
を
指
定
管
理
者
に
す
る
こ

と
が
な
じ
ま
な
い
。
物
産
館
と
本
館
の
切

り
離
し
、
債
務
負
担
の
試
算
額
に
つ
い
て

納
得
で
き
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

　シ
ス
テ
ム
修
正
は
必
要
で
あ
る
。
ま
た

健
康
総
合
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
公
募

は
議
会
で
議
論
し
経
営
状
況
を
明
確
に
す

る
よ
う
求
め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
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議会運営委員会

●担当する事項
＊議会運営に関すること
（会期日程、一般質問、陳
　情・請願等の取り扱いな
　ど）

＊議会の規則、委員会の条
　例等に関すること

＊議長の諮問に関すること

前列
後列 　吉永 健司　　木場田 孝幸　　 青木 照美　　木村 祐一

○尾方 洋直　◎坂本 武人 　　　島田 敏春　

◎は委員長、○は副委員長

議会広報調査特別委員会

●担当する事項
　市民へ議会情報を分かり
　やすく知らせるための議
　会だよりの編集、発行に
　関すること

前列
後列 西嶌 隆博　　上田 欣也　　松本 龍一

○今村 直登　◎島田 敏春 　　後藤 修一

◎は委員長、○は副委員長

総務常任委員会

常任委員会審査報告常任委員会審査報告S t a n d i n g  c o m m i t t e e常任委員会審査報告常任委員会審査報告 S t a n d i n g  c o m m i t t e e

委
員
会
構
成
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

平
成
25
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

●所管の範囲
　・総務部
　（総務課、財政課、市民課、
　　税務課、環境衛生課）
　・政策部
　（まちづくり戦略室、企画課、
　　商工振興課）
　・会計課
　・選挙管理委員会事務局
　・監査委員事務局
　・議会事務局
　・他の常任委員会の所管に
　　属さない事務

前列
後列 西嶌 隆博　　濱元 幸一郎　　坂本 武人

来海 恵子　○東 孝助 　◎吉永 健司　　島田 敏春　　

◎は委員長、○は副委員長

（
総
務
課
）

問

　給
与
等
の
大
幅
な
減
額
の
理
由
は
。

答

　新
採
職
員
は
、
当
初
総
務
課
で
計
上

し
、
そ
の
後
、
人
事
異
動
に
伴
い
各
担
当

課
に
移
行
し
た
た
め
。

問

　シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
及
び
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
補
助
金
に
つ
い
て
詳
し
い
説

明
を
。

答

　今
回
の
対
応
は
、
基
の
給
料
は
変
更

せ
ず
、
職
階
級
ご
と
に
減
額
す
る
割
合
が

違
う
た
め
現
状
の
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る

も
の
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
は
、
4
地
区

で
全
額
が
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
補

助
金
で
あ
り
、
6
事
業
を
申
請
し
4
事
業

が
採
択
さ
れ
た
。

（
税
務
課
）

問

　給
料
の
減
額
が
あ
る
様
だ
が
、
職
員

体
制
に
変
更
が
生
じ
た
の
か
。

　収
納
班
は
職
員
一
人
当
た
り
約
4
0
0

人
の
滞
納
者
を
抱
え
る
と
い
う
現
状
で
滞

納
徴
収
体
制
に
無
理
が
あ
る
の
で
は
。

答

　正
規
職
員
23
人
に
変
更
は
な
い
。

　収
納
班
は
9
人
体
制
で
行
っ
て
い
る
が
、

新
規
滞
納
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
早
期
対

応
を
行
い
、
電
算
等
の
改
修
で
対
応
で
き

る
分
は
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

（
商
工
振
興
課
）

問

　債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
、
総
合
健

康
セ
ン
タ
ー
の
物
産
館
と
本
館
を
切
り
離

す
目
的
と
指
定
管
理
者
を
公
募
に
す
る
理

由
は
。

答

　物
産
館
と
本
館
で
は
、
そ
も
そ
も
目

的
が
違
っ
て
お
り
、
本
館
の
収
支
状
況
を

明
確
に
す
る
た
め
。
物
産
館
で
は
、
そ
の

利
益
が
産
業
振
興
に
有
益
に
な
る
よ
う
改

善
す
る
た
め
に
切
り
離
す
。
指
定
管
理
者

の
公
募
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
経
営
感
覚

を
取
り
入
れ
て
、
経
営
の
改
善
を
図
る
た

め
。

問

　施
設
の
修
繕
費
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
一
定
金
額
以
上
は
、
市
が
負
担
す
る
の

か
。

答

　市
が
負
担
す
る
予
定
だ
が
、
大
規
模

改
修
を
行
う
の
で
、
一
定
期
間
は
、
大
き

な
修
繕
は
発
生
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
反
対
討
論
】

　シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
は
、
特
別
職
、
市

職
員
等
の
給
料
減
額
の
た
め
で
賛
成
で
き

な
い
。
ま
た
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
（
ユ
ー

パ
レ
ス
弁
天
）
を
指
定
管
理
者
に
す
る
こ

と
が
な
じ
ま
な
い
。
物
産
館
と
本
館
の
切

り
離
し
、
債
務
負
担
の
試
算
額
に
つ
い
て

納
得
で
き
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

　シ
ス
テ
ム
修
正
は
必
要
で
あ
る
。
ま
た

健
康
総
合
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
公
募

は
議
会
で
議
論
し
経
営
状
況
を
明
確
に
す

る
よ
う
求
め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
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健康福祉常任委員会

常任委員会審査報告常任委員会審査報告S t a n d i n g  c o m m i t t e e常任委員会審査報告常任委員会審査報告 S t a n d i n g  c o m m i t t e e

合
志
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例

に
つ
い
て

平
成
25
年
度
合
志
市
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

合
志
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

●所管の範囲
　・健康福祉部
　（福祉課、子育て支援課、
　　高齢者支援課、
　　健康づくり推進課）
　・福祉事務所

前列
後列 松本 龍一　　神田 公司　　 後藤 修一

尾方 洋直　◎木村 祐一 　○丸内 三千代　

◎は委員長、○は副委員長

問
　
合
志
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
設
置

後
の
予
定
は
。

答

　7
月
号
の
市
広
報
紙
に
て
委
員
の
募

集
を
行
い
、
8
月
に
最
初
の
会
議
を
開
催

す
る
。
並
行
し
て
「
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
計
画
策
定
ニ
ー
ズ
調
査
」
に
入
る
予

定
で
あ
る
が
、
調
査
集
計
に
2
カ
月
ぐ
ら

い
要
す
る
の
で
、
そ
の
後
に
結
果
と
今
後

に
つ
い
て
の
会
議
を
開
く
予
定
で
あ
る
。

3
回
目
の
会
議
と
し
て
、
事
業
量
の
見
込

み
が
出
た
あ
と
、
年
度
末
に
行
う
。

問
　
今
現
在
、
Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
よ
る
保
護

命
令
を
受
け
て
い
る
方
は
い
る
の
か
。

答

　今
現
在
こ
の
保
護
命
令
を
受
け
て
、

児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
方

は
い
な
い
。

（
福
祉
課
）

問

　シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
契
約
に
つ
い
て
。

答

　生
活
保
護
法
改
正
案
は
、
現
在
国
会

で
審
議
中
で
あ
る
が
、
基
準
の
改
定
を
8

月
か
ら
行
う
こ
と
は
既
定
の
も
の
に
な
っ

て
お
り
、
7
月
上
旬
ま
で
に
シ
ス
テ
ム
改

修
テ
ス
ト
実
施
が
必
要
で
、
法
案
成
立
後

の
契
約
と
な
る
。

（
子
育
て
支
援
課
）

問
　
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業

補
助
金
は
単
年
度
か
、
継
続
か
。

答

　こ
の
財
源
は
「
安
心
子
ど
も
基
金
」

と
さ
れ
て
お
り
、
財
源
の
確
約
が
な
い
た

め
単
年
度
事
業
と
考
え
て
い
る
。

（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）

問
　
疾
病
予
防
対
策
事
業
費
等
補
助
金
創

設
に
つ
い
て
。

答

　働
く
世
代
に
大
腸
が
ん
、
女
性
に
子

宮
が
ん
・
乳
が
ん
が
多
い
と
い
う
事
で
、

平
成
21
年
度
か
ら
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
検

診
、
平
成
23
年
度
か
ら
働
く
世
代
の
大
腸

が
ん
検
診
を
、
5
年
ご
と
に
受
診
を
行
う

よ
う
国
が
勧
奨
し
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。

【
反
対
討
論
】

　生
活
保
護
費
の
削
減
策
を
前
提
と
し
た

シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
費
に
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】

　シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
て
事
業
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

文教経済常任委員会

（
学
校
教
育
課
）

問
　
道
徳
教
育
支
援
事
業
委
託
金
と
は
。

答

　合
志
小
学
校
が
県
よ
り
道
徳
研
究
校

に
指
定
さ
れ
た
。
道
徳
教
育
を
各
学
校
毎

に
週
1
時
間
、
1
年
間
実
施
す
る
。
そ
れ

に
伴
う
支
援
委
託
金
で
あ
る
。

（
生
涯
学
習
課
）

問
　「
郷
土
マ
ン
ガ
『
合
志
義
塾
』」作
製

費
と
は
。

答

　熊
本
県
よ
り
本
年
4
月
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
こ

れ
に
係
る
検
討
会
議
設
置
費
、
監
修
費
、

マ
ン
ガ
作
製
費
、
印
刷
費
な
ど
の
予
算
で

あ
る
。
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し
た
合
志
義

塾
を
マ
ン
ガ
を
通
じ
子
ど
も
た
ち
に
広
く

伝
え
た
い
。

（
農
政
課
）

問

　林
業
総
務
費
の
需
用
費
に
つ
い
て
。

答

　孟
宗
竹
を
利
用
し
た
循
環
型
農
村
整

備
計
画
を
目
指
す
た
め
の
費
用
で
、
そ
の

前
段
と
し
て
、「
バ
ン
ブ
ー
ミ
ッ
ク
ス
」と
い

う
竹
を
使
っ
た
畜
産
用
菌
体
飼
料
を
購
入

し
、モ
ニ
タ
ー
畜
産
農
家
に
使
用
し
て
も
ら

う
。　こ

れ
に
よ
り
硝
酸
性
窒
素
の
削
減
、
土

壌
汚
染
防
止
、
臭
気
削
減
な
ど
の
効
果
を

期
待
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
肉
品
質
の

改
善
効
果
も
見
込
ま
れ
る
。

問
　
こ
の
計
画
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
る
計
画
は
。

答

　モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
受
け
て
次

の
段
階
に
進
む
。
こ
の
事
業
は
、
市
内
中

小
企
業
の
振
興
や
地
産
地
消
、
地
域
資
源

の
有
効
活
用
に
よ
る
6
次
産
業
化
、
新
規

事
業
拡
大
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。
初
期
の
段
階
か
ら
農
家
、

企
業
、
大
学
、
国
、
県
機
関
等
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
た
い
。

平
成
25
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

●所管の範囲
　・教育委員会
　（学校教育課、生涯学習課、
　　人権啓発教育課）

　・事業部
　（建設課、都市計画課、農政課）

　・水道局（上下水道課）

　・農業委員会事務局

前列
後列 木場田 孝幸　　濱口 正曉　　　上田 欣也　　  

今村 直登　　○松井 美津子　◎青木 照美　　坂本 早苗　　

◎は委員長、○は副委員長
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第30号第30号
合志市議会だより

健康福祉常任委員会

常任委員会審査報告常任委員会審査報告S t a n d i n g  c o m m i t t e e常任委員会審査報告常任委員会審査報告 S t a n d i n g  c o m m i t t e e

合
志
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例

に
つ
い
て

平
成
25
年
度
合
志
市
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

合
志
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

●所管の範囲
　・健康福祉部
　（福祉課、子育て支援課、
　　高齢者支援課、
　　健康づくり推進課）
　・福祉事務所

前列
後列 松本 龍一　　神田 公司　　 後藤 修一

尾方 洋直　◎木村 祐一 　○丸内 三千代　

◎は委員長、○は副委員長

問
　
合
志
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
設
置

後
の
予
定
は
。

答

　7
月
号
の
市
広
報
紙
に
て
委
員
の
募

集
を
行
い
、
8
月
に
最
初
の
会
議
を
開
催

す
る
。
並
行
し
て
「
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
計
画
策
定
ニ
ー
ズ
調
査
」
に
入
る
予

定
で
あ
る
が
、
調
査
集
計
に
2
カ
月
ぐ
ら

い
要
す
る
の
で
、
そ
の
後
に
結
果
と
今
後

に
つ
い
て
の
会
議
を
開
く
予
定
で
あ
る
。

3
回
目
の
会
議
と
し
て
、
事
業
量
の
見
込

み
が
出
た
あ
と
、
年
度
末
に
行
う
。

問
　
今
現
在
、
Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
よ
る
保
護

命
令
を
受
け
て
い
る
方
は
い
る
の
か
。

答

　今
現
在
こ
の
保
護
命
令
を
受
け
て
、

児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
方

は
い
な
い
。

（
福
祉
課
）

問

　シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
契
約
に
つ
い
て
。

答

　生
活
保
護
法
改
正
案
は
、
現
在
国
会

で
審
議
中
で
あ
る
が
、
基
準
の
改
定
を
8

月
か
ら
行
う
こ
と
は
既
定
の
も
の
に
な
っ

て
お
り
、
7
月
上
旬
ま
で
に
シ
ス
テ
ム
改

修
テ
ス
ト
実
施
が
必
要
で
、
法
案
成
立
後

の
契
約
と
な
る
。

（
子
育
て
支
援
課
）

問
　
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業

補
助
金
は
単
年
度
か
、
継
続
か
。

答

　こ
の
財
源
は
「
安
心
子
ど
も
基
金
」

と
さ
れ
て
お
り
、
財
源
の
確
約
が
な
い
た

め
単
年
度
事
業
と
考
え
て
い
る
。

（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）

問
　
疾
病
予
防
対
策
事
業
費
等
補
助
金
創

設
に
つ
い
て
。

答

　働
く
世
代
に
大
腸
が
ん
、
女
性
に
子

宮
が
ん
・
乳
が
ん
が
多
い
と
い
う
事
で
、

平
成
21
年
度
か
ら
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
検

診
、
平
成
23
年
度
か
ら
働
く
世
代
の
大
腸

が
ん
検
診
を
、
5
年
ご
と
に
受
診
を
行
う

よ
う
国
が
勧
奨
し
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。

【
反
対
討
論
】

　生
活
保
護
費
の
削
減
策
を
前
提
と
し
た

シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
費
に
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】

　シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
て
事
業
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

文教経済常任委員会

（
学
校
教
育
課
）

問
　
道
徳
教
育
支
援
事
業
委
託
金
と
は
。

答

　合
志
小
学
校
が
県
よ
り
道
徳
研
究
校

に
指
定
さ
れ
た
。
道
徳
教
育
を
各
学
校
毎

に
週
1
時
間
、
1
年
間
実
施
す
る
。
そ
れ

に
伴
う
支
援
委
託
金
で
あ
る
。

（
生
涯
学
習
課
）

問
　「
郷
土
マ
ン
ガ
『
合
志
義
塾
』」作
製

費
と
は
。

答

　熊
本
県
よ
り
本
年
4
月
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
こ

れ
に
係
る
検
討
会
議
設
置
費
、
監
修
費
、

マ
ン
ガ
作
製
費
、
印
刷
費
な
ど
の
予
算
で

あ
る
。
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し
た
合
志
義

塾
を
マ
ン
ガ
を
通
じ
子
ど
も
た
ち
に
広
く

伝
え
た
い
。

（
農
政
課
）

問

　林
業
総
務
費
の
需
用
費
に
つ
い
て
。

答

　孟
宗
竹
を
利
用
し
た
循
環
型
農
村
整

備
計
画
を
目
指
す
た
め
の
費
用
で
、
そ
の

前
段
と
し
て
、「
バ
ン
ブ
ー
ミ
ッ
ク
ス
」と
い

う
竹
を
使
っ
た
畜
産
用
菌
体
飼
料
を
購
入

し
、モ
ニ
タ
ー
畜
産
農
家
に
使
用
し
て
も
ら

う
。　こ

れ
に
よ
り
硝
酸
性
窒
素
の
削
減
、
土

壌
汚
染
防
止
、
臭
気
削
減
な
ど
の
効
果
を

期
待
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
肉
品
質
の

改
善
効
果
も
見
込
ま
れ
る
。

問
　
こ
の
計
画
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
る
計
画
は
。

答

　モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
受
け
て
次

の
段
階
に
進
む
。
こ
の
事
業
は
、
市
内
中

小
企
業
の
振
興
や
地
産
地
消
、
地
域
資
源

の
有
効
活
用
に
よ
る
6
次
産
業
化
、
新
規

事
業
拡
大
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。
初
期
の
段
階
か
ら
農
家
、

企
業
、
大
学
、
国
、
県
機
関
等
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
た
い
。

平
成
25
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

●所管の範囲
　・教育委員会
　（学校教育課、生涯学習課、
　　人権啓発教育課）

　・事業部
　（建設課、都市計画課、農政課）

　・水道局（上下水道課）

　・農業委員会事務局

前列
後列 木場田 孝幸　　濱口 正曉　　　上田 欣也　　  

今村 直登　　○松井 美津子　◎青木 照美　　坂本 早苗　　

◎は委員長、○は副委員長
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合志市議会だより合志市議会だより

混雑する西合志東小学童クラブ・ジャンプ

LEDの照明器具

各
庁
舎
の
主
照
明
器
具
に
つ
い
て

市
及
び
各
行
政
区
管
理
の

L
E
D
防
犯
灯
整
備
に
つ
い
て

議員提出議案
第1号

審　議　案　件 議決結果

主な審議案件と議決結果

賛　否　表
● 議案第43号　平成25年度合志市一般会計補正予算（第2号）
● 議案第46号　合志市長等の給与の特例に関する条例
● 議案第47号　合志市一般職の職員の給与の特例に関する条例
● 議員提出議案第1号　「地方交付税削減に対する意見書」の提出について

平成25年第2回定例会

審　議　案　件 議決結果

審議案件と議決結果
平成25年第2回臨時会（5月1日）

原案承認

原案可決

専決処分（合志市税条例の一部を改正する条例）　ほか1件

平成25年度合志市一般会計補正予算（第1号）

承　認　2 件

予　算　１件

報告終了専決処分（損害賠償に係る額の決定）その他　１件

原案可決

原案同意及び適任

原案可決

平成25年度合志市一般会計補正予算（第2号）　ほか3件

合志市監査委員の選任　ほか2件

合志市子ども・子育て会議条例　ほか3件

予　算　 4 件

人　事　 3 件

原案可決「地方交付税削減に対する意見書」の提出議員提出議案 1件

報告終了平成24年度合志市一般会計繰越明許費の報告　ほか5件その他　 6 件

条　例　 4 件

○
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松
本

　龍
一

2

○

○

○

○

後
藤
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濱
元
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●
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上
田

　欣
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○

○
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青
木

　照
美

6

●

●

●

●

坂
本

　早
苗

7

○

○

○

○

尾
方

　洋
直

8

○

○

○

○

濱
口

　正
曉

9

○

○

○

○

坂
本

　武
人

10

○

○

○

○

吉
永

　健
司

11

●

●

●

●

神
田

　公
司

12

○

○

○

○

来
海

　恵
子

13

○

○

○

○

木
場
田
孝
幸

14

○

○

○

○

松
井
美
津
子

15

○

○

○

○

木
村

　祐
一

16

●

●

●

●

今
村

　直
登

17

○

○

○

○

丸
内
三
千
代

18

○

○

○

○

東

　
　孝
助

19

○

○

○

○

島
田

　敏
春

20

○

○

○

○

西
嶌

　隆
博

１

１5：5

１5：5

１5：5

１5：5

表

決

数

可決

可決

可決

可決

結

果

議席番号

議案第46号

議案第47号

議案第43号

※起立採決を行ったものに限ります。（○は賛成　●は反対）
※池永幸生議員は議長職のため、表決には加わりません。

神
田 

公
司 

議
員

待
機
児
童
・
学
童
保
育
所
大
規
模

化
の
対
策
の
具
体
化
を
！

神
田
　
3
月
議
会
で
子
育
て
支
援
課
長
は

「
ま
ず
認
可
保
育
園
に
で
き
る
こ
と
を
や
っ

て
い
た
だ
い
た
上
で
、
そ
れ
で
も
待
機
児

童
が
な
く
な
ら
な
い
場
合
で
あ
れ
ば
、
保

育
園
の
新
設
を
含
め
た
と
こ
ろ
で
考
え
ざ

る
を
得
な
い
」
と
答
弁
し
た
。「
6
月
ま
で

に
方
向
性
を
」
と
言
わ
れ
た
が
。

子
育
て
支
援
課
長
　
5
月
末
現
在
で
約

1
7
0
人
の
保
留
（
待
機
）
児
童
が
い
る
。

そ
の
う
ち
85
％
が
3
歳
未
満
児
で
占
め
て

い
る
。
こ
の
状
況
の
中
で
、
認
可
保
育
園

の
7
園
か
ら
協
力
で
き
る
と
い
う
旨
の
回

答
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
約
3
0
0
名
の

児
童
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
見
込
み
と
な
っ

た
。
ま
ず
、
平
成
26
年
度
よ
り
定
員
の
30

名
増
員
が
可
能
と
な
っ
た
。

神
田

　学
童
保
育
の
方
も
窮
地
に
陥
っ
て
い

る
。
西
合
志
東
小
学
童
ク
ラ
ブ
の
現
在
の

在
籍
数
が
1
8
3
名
（
2
ク
ラ
ブ
）。
適
正

規
模
（
1
ク
ラ
ブ
40
名
、
最
大
70
名
）
を

は
る
か
に
超
え
た
状
態
だ
。
さ
ら
に
来
年

入
学
者
が
増
え
る
と
い
う
の
は
、
教
育
委

員
会
の
デ
ー
タ
で
も
分
か
っ
て
い
る
。
西
合

志
東
小
、
合
志
南
小
学
童
ク
ラ
ブ
新
設
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
今
後
の
住
宅
開
発
の

状
況
か
ら
、
学
童
保
育
の
建
設
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
の
安
全
確
保

の
点
か
ら
も
、
学
校
敷
地
内
が
最
善
と
考

え
て
い
る
。
9
月
に
建
設
に
関
す
る
設
計

費
の
補
正
を
計
上
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
が
、
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
に
、

安
全
確
保
に
注
意
し
な
が
ら
2
階
建
て（
西

合
志
東
小
）
を
建
設
し
た
い
。

教
育
部
長
　
西
合
志
東
小
は
、
現
在
学
童

保
育
が
あ
る
横
の
方
の
敷
地
に
建
て
た
ら

い
い
の
で
は
な
い
か
。
合
志
南
小
は
、
今

遊
具
の
施
設
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
グ
ラ
ウ

ン
ド
側
に
移
し
て
、
そ
の
場
所
に
建
て
た

ら
ど
う
か
と
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

 　　

次
世
代
照
明

L
E
D
照
明
に
つ
い
て

木
場
田 

孝
幸 

議
員

木
場
田
　
現
在
使
用
中
の
蛍
光
管
と

L
E
D
ラ
ン
プ
を
比
較
検
討
し
た
こ
と
は

あ
る
の
か
。
L
E
D
ラ
ン
プ
は
蛍
光
管
に

対
し
消
費
電
力
が
約
半
分
、
寿
命
は
3
倍

強
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
な
の
で
割
れ
に
く

い
、
水
銀
を
使
用
し
て
い
な
い
の
で
環
境

に
や
さ
し
い
し
、
虫
を
寄
せ
付
け
に
く
い

等
、
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、
価
格
が
5
倍
以
上
と
初
期
投

資
に
か
な
り
の
負
担
が
必
要
で
あ
る
が
、

E
S
C
O
事
業
を
利
用
し
て
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
契
約
で
初
期
投
資
を
不
要
に
し
、

8
年
か
ら
10
年
の
返
済
で
い
け
ば
、
電
気

使
用
料
の
減
額
内
で
返
済
が
可
能
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
市
と
し
て
も
検
討
に
十

分
値
す
る
と
考
え
る
が
。

財
政
課
長
　
E
S
C
O
事
業
に
つ
い
て
は
、

把
握
し
て
い
る
。
現
在
、
E
S
C
O
事
業

に
よ
る
西
合
志
庁
舎
を
例
に
し
た
費
用
対

効
果
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

木
場
田
　
市
管
理
と
各
行
政
区
管
理
の
防

犯
灯
の
数
と
、
行
政
区
へ
の
設
置
補
助
金

に
つ
い
て
、L
E
D
防
犯
灯
に
す
る
場
合
、

初
期
経
費
が
か
な
り
高
く
な
る
の
で
、
見

直
し
が
必
要
で
は
。

総
務
課
長
　
市
管
理
が
8
3
0
基
、
各
行

政
区
管
理
が
4,
1
0
0
基
あ
る
。
L
E
D

防
犯
灯
設
置
及
び
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

内
容
を
精
査
し
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

木
場
田
　
庁
舎
内
照
明
及
び
防
犯
灯
の

L
E
D
化
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

市
長
　
検
討
し
て
、
効
果
が
あ
る
と
い
う

結
果
が
出
れ
ば
や
れ
ば
い
い
と
思
う
。
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混雑する西合志東小学童クラブ・ジャンプ

LEDの照明器具

各
庁
舎
の
主
照
明
器
具
に
つ
い
て

市
及
び
各
行
政
区
管
理
の

L
E
D
防
犯
灯
整
備
に
つ
い
て

議員提出議案
第1号

審　議　案　件 議決結果

主な審議案件と議決結果

賛　否　表
● 議案第43号　平成25年度合志市一般会計補正予算（第2号）
● 議案第46号　合志市長等の給与の特例に関する条例
● 議案第47号　合志市一般職の職員の給与の特例に関する条例
● 議員提出議案第1号　「地方交付税削減に対する意見書」の提出について

平成25年第2回定例会

審　議　案　件 議決結果

審議案件と議決結果
平成25年第2回臨時会（5月1日）

原案承認

原案可決

専決処分（合志市税条例の一部を改正する条例）　ほか1件

平成25年度合志市一般会計補正予算（第1号）

承　認　2 件

予　算　１件

報告終了専決処分（損害賠償に係る額の決定）その他　１件

原案可決

原案同意及び適任

原案可決

平成25年度合志市一般会計補正予算（第2号）　ほか3件

合志市監査委員の選任　ほか2件

合志市子ども・子育て会議条例　ほか3件

予　算　 4 件

人　事　 3 件

原案可決「地方交付税削減に対する意見書」の提出議員提出議案 1件

報告終了平成24年度合志市一般会計繰越明許費の報告　ほか5件その他　 6 件

条　例　 4 件

○

○

○

○

松
本

　龍
一

2

○

○

○

○

後
藤

　修
一

3

●

●

●

●

濱
元
幸
一
郎

4

●

●

●

●

上
田

　欣
也

5

○

○

○

○

青
木

　照
美

6

●

●

●

●

坂
本

　早
苗

7

○

○

○

○

尾
方

　洋
直

8

○

○

○

○

濱
口

　正
曉

9

○

○

○

○

坂
本

　武
人

10

○

○

○

○

吉
永

　健
司

11

●

●

●

●

神
田

　公
司

12

○

○

○

○

来
海

　恵
子

13

○

○

○

○

木
場
田
孝
幸

14

○

○

○

○

松
井
美
津
子

15

○

○

○

○

木
村

　祐
一

16

●

●

●

●

今
村

　直
登

17

○

○

○

○

丸
内
三
千
代

18

○

○

○

○

東

　
　孝
助

19

○

○

○

○

島
田

　敏
春

20

○

○

○

○

西
嶌

　隆
博

１

１5：5

１5：5

１5：5

１5：5

表

決

数

可決

可決

可決

可決

結

果

議席番号

議案第46号

議案第47号

議案第43号

※起立採決を行ったものに限ります。（○は賛成　●は反対）
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神
田 

公
司 

議
員

待
機
児
童
・
学
童
保
育
所
大
規
模

化
の
対
策
の
具
体
化
を
！

神
田
　
3
月
議
会
で
子
育
て
支
援
課
長
は

「
ま
ず
認
可
保
育
園
に
で
き
る
こ
と
を
や
っ

て
い
た
だ
い
た
上
で
、
そ
れ
で
も
待
機
児

童
が
な
く
な
ら
な
い
場
合
で
あ
れ
ば
、
保

育
園
の
新
設
を
含
め
た
と
こ
ろ
で
考
え
ざ

る
を
得
な
い
」
と
答
弁
し
た
。「
6
月
ま
で

に
方
向
性
を
」
と
言
わ
れ
た
が
。

子
育
て
支
援
課
長
　
5
月
末
現
在
で
約

1
7
0
人
の
保
留
（
待
機
）
児
童
が
い
る
。

そ
の
う
ち
85
％
が
3
歳
未
満
児
で
占
め
て

い
る
。
こ
の
状
況
の
中
で
、
認
可
保
育
園

の
7
園
か
ら
協
力
で
き
る
と
い
う
旨
の
回

答
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
約
3
0
0
名
の

児
童
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
見
込
み
と
な
っ

た
。
ま
ず
、
平
成
26
年
度
よ
り
定
員
の
30

名
増
員
が
可
能
と
な
っ
た
。

神
田

　学
童
保
育
の
方
も
窮
地
に
陥
っ
て
い

る
。
西
合
志
東
小
学
童
ク
ラ
ブ
の
現
在
の

在
籍
数
が
1
8
3
名
（
2
ク
ラ
ブ
）。
適
正

規
模
（
1
ク
ラ
ブ
40
名
、
最
大
70
名
）
を

は
る
か
に
超
え
た
状
態
だ
。
さ
ら
に
来
年

入
学
者
が
増
え
る
と
い
う
の
は
、
教
育
委

員
会
の
デ
ー
タ
で
も
分
か
っ
て
い
る
。
西
合

志
東
小
、
合
志
南
小
学
童
ク
ラ
ブ
新
設
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
今
後
の
住
宅
開
発
の

状
況
か
ら
、
学
童
保
育
の
建
設
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
の
安
全
確
保

の
点
か
ら
も
、
学
校
敷
地
内
が
最
善
と
考

え
て
い
る
。
9
月
に
建
設
に
関
す
る
設
計

費
の
補
正
を
計
上
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
が
、
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
に
、

安
全
確
保
に
注
意
し
な
が
ら
2
階
建
て（
西

合
志
東
小
）
を
建
設
し
た
い
。

教
育
部
長
　
西
合
志
東
小
は
、
現
在
学
童

保
育
が
あ
る
横
の
方
の
敷
地
に
建
て
た
ら

い
い
の
で
は
な
い
か
。
合
志
南
小
は
、
今

遊
具
の
施
設
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
グ
ラ
ウ

ン
ド
側
に
移
し
て
、
そ
の
場
所
に
建
て
た

ら
ど
う
か
と
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

 　　

次
世
代
照
明

L
E
D
照
明
に
つ
い
て

木
場
田 

孝
幸 

議
員

木
場
田
　
現
在
使
用
中
の
蛍
光
管
と

L
E
D
ラ
ン
プ
を
比
較
検
討
し
た
こ
と
は

あ
る
の
か
。
L
E
D
ラ
ン
プ
は
蛍
光
管
に

対
し
消
費
電
力
が
約
半
分
、
寿
命
は
3
倍

強
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
な
の
で
割
れ
に
く

い
、
水
銀
を
使
用
し
て
い
な
い
の
で
環
境

に
や
さ
し
い
し
、
虫
を
寄
せ
付
け
に
く
い

等
、
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、
価
格
が
5
倍
以
上
と
初
期
投

資
に
か
な
り
の
負
担
が
必
要
で
あ
る
が
、

E
S
C
O
事
業
を
利
用
し
て
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
契
約
で
初
期
投
資
を
不
要
に
し
、

8
年
か
ら
10
年
の
返
済
で
い
け
ば
、
電
気

使
用
料
の
減
額
内
で
返
済
が
可
能
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
市
と
し
て
も
検
討
に
十

分
値
す
る
と
考
え
る
が
。

財
政
課
長
　
E
S
C
O
事
業
に
つ
い
て
は
、

把
握
し
て
い
る
。
現
在
、
E
S
C
O
事
業

に
よ
る
西
合
志
庁
舎
を
例
に
し
た
費
用
対

効
果
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

木
場
田
　
市
管
理
と
各
行
政
区
管
理
の
防

犯
灯
の
数
と
、
行
政
区
へ
の
設
置
補
助
金

に
つ
い
て
、L
E
D
防
犯
灯
に
す
る
場
合
、

初
期
経
費
が
か
な
り
高
く
な
る
の
で
、
見

直
し
が
必
要
で
は
。

総
務
課
長
　
市
管
理
が
8
3
0
基
、
各
行

政
区
管
理
が
4,
1
0
0
基
あ
る
。
L
E
D

防
犯
灯
設
置
及
び
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

内
容
を
精
査
し
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

木
場
田
　
庁
舎
内
照
明
及
び
防
犯
灯
の

L
E
D
化
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

市
長
　
検
討
し
て
、
効
果
が
あ
る
と
い
う

結
果
が
出
れ
ば
や
れ
ば
い
い
と
思
う
。
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健
康
都
市
こ
う
し
に
つ
い
て

尾
方 

洋
直 

議
員

松
井 

美
津
子 

議
員

人
権
問
題
に
つ
い
て

松
井
　
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
に
つ
い

て
福
祉
課
、
人
権
啓
発
教
育
課
で
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

福
祉
課
長
　
啓
発
、
介
護
、
医
療
等
の
重

点
事
項
に
テ
ー
マ
ご
と
に
関
わ
り
な
が
ら

支
援
体
制
を
考
え
て
い
く
。

人
権
啓
発
教
育
課
長
　
市
民
啓
発
を
進
め

る
上
で
、
こ
の
法
律
の
第
3
条
の
基
本
理

念
と
第
5
条
の
地
方
公
共
団
体
の
責
務
の

部
分
は
特
に
大
事
で
す
。
今
後
、
基
本
法

の
内
容
、
重
要
性
等
を
市
民
に
知
ら
せ
て
、

市
民
啓
発
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
。

松
井
　
新
た
な
人
権
問
題
、
性
同
一
性
障

害
、
L
G
B
T
に
関
し
て
の
本
市
で
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

人
権
啓
発
教
育
課
長
　
性
同
一
性
障
害
に

つ
い
て
市
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識
、
問

題
解
決
に
向
け
て
人
権
意
識
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
く
。
そ
し
て
、
L
G
B
T
に
つ
い
て
も

差
別
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
人
権
尊

重
の
た
め
、
今
後
、
認
識
を
深
め
、
具
体

的
な
啓
発
を
進
め
る
。

松
井
　
こ
こ
ろ
の
宝
石
の
よ
う
な
人
権
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
文
を
啓
発
に
使
っ
て

は
ど
う
か
。

人
権
啓
発
教
育
課
長
　
中
学
生
の
豊
か
な

感
性
で
人
権
問
題
を
捉
え
た
作
文
を
啓
発

に
使
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
審
議
員
　
給
食
の
時
間
の
校
内
放
送

や
、
学
校
便
り
等
で
啓
発
に
努
め
る
。

松
井
　
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
制
度
に
つ

い
て
伺
う
。

福
祉
課
長
　
菊
池
圏
域
で
、
保
健
師
や
、

地
域
療
育
相
談
員
、
相
談
支
援
専
門
員
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
制
度
の
構

築
へ
向
け
て
進
め
て
い
る
。

松
井
　
市
民
の
利
便
性
と
収
納
向
上
の
た

め
、
税
金
の
コ
ン
ビ
ニ
払
い
に
つ
い
て
。

財
政
課
長
　
導
入
時
期
を
平
成
26
年
4
月

と
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、
各
種
事

務
処
理
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
コ
ン
ビ
ニ

収
納
代
行
業

者
と
の
契
約

が
済
ん
だ
と

こ
ろ
。
コ
ン

ビ
ニ
収
納
に

対
応
す
る
市

税
等
の
種
類

は
8
種
類
で

あ
る
。

尾
方
　
子
ど
も
の
食
生
活
で
食
品
添
加
物

に
よ
る
健
康
被
害
の
心
配
は
な
い
の
か
。

防
腐
剤
の
亜
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
合
成
着

色
料
、
そ
し
て
甘
味
料
と
多
く
の
添
加
物

が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ

な
健
康
障
害
の
要
因
と
し
て
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。
当
市
の
学
校
給
食
の
安
全
性
に

つ
い
て
問
う
。

教
育
部
長
　
学
校
給
食
の
食
材
購
入
に
あ

た
っ
て
は
、
特
に
地
産
地
消
に
心
掛
け
、

米
は
1
0
0
％
合
志
産
、
そ
の
他
パ
ン
、

野
菜
、
肉
類
に
お
い
て
も
合
志
や
近
隣
商

店
で
購
入
し
、
特
に
加
工
品
に
つ
い
て
も

添
加
物
の
少
な
い
食
材
購
入
に
努
め
て
い

る
。
完
璧
に
安
全
で
あ
る
と
は
言
え
な
い

が
食
品
衛
生
法
に
則
っ
た
食
材
を
使
用
し

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
第
一
に

考
え
学
校
給
食
に
お
け
る
食
材
購
入
に
つ

い
て
は
、
今
以
上
に
十
分
な
注
意
を
払
う

よ
う
改
め
て
指
導
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

家
庭
に
対
し
て
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
に

つ
い
て
学
校
を
通
じ
て
指
導
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

尾
方
　
今
日
国
内
で
年
間
20
万
人
の
方
が

脳
梗
塞
で
倒
れ
ら
れ
て
い
る
。そ
し
て
5
年

以
内
に
亡
く
な
り
、ま
た
寝
た
き
り
に
な
る
。

し
か
し
発
症
し
て
か
ら
4
時
間
半
以
内
に

病
院
に
行
っ
て
治
療
を
受
け
れ
ば
後
遺
症
も

無
く
完
治
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長
　
脳
梗
塞
治
療
薬

と
し
て
、
8
年
前
か
ら
「
t
‐
P
A
」
治

療
に
て
血
管
に
詰
ま
っ
た
血
栓
を
と
か
し
、

血
流
を
元
に
戻
す
こ
と
で
後
遺
症
が
残
ら

な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

尾
方
　
治
療
に
つ
い
て
大
事
な
こ
と
は
、

発
症
を
感
じ
て
い
ち
早
く
病
院
に
行
く
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
症
状

に
つ
い
て
周
り
の
人
も
理
解
す
る
こ
と
が

大
事
だ
。
大
分
県
内
で
は
中
学
校
の
生
徒

た
ち
が
家
庭
で
脳
梗
塞
の
症
状
が
出
た
場

合
、い
ち
早
く
病
院
に
行
く
よ
う
に
身
体
の

変
化
を
表
し
た
チ
ラ
シ
を
冷
蔵
庫
に
貼
っ

て
、
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長
　
初
期
症
状
の
発

見
が
非
常
に
大
事
だ
。
家
庭
や
周
り
の
人

た
ち
が
そ
の
症
状
に
気
が
付
く
よ
う
な
チ

ラ
シ
等
を
考
え
て
い
い
と
思
う
。
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濱
元 

幸
一
郎 

議
員

公
契
約
条
例
の
制
定
を
！

濱
元
　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
円
安
に
よ
る

原
材
料
費
や
燃
油
、
光
熱
水
費
、
小
麦
な

ど
の
高
騰
を
引
き
起
こ
し
、
中
小
企
業
や

漁
業
、
農
業
に
深
刻
な
打
撃
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
食
料
品
な
ど
の
値
上
が
り
で
家

計
を
圧
迫
し
て
い
る
。
多
く
の
国
民
は
生

活
必
需
品
の
値
上
が
り
で
、
む
し
ろ
賃
金

は
上
が
ら
な
い
中
で
、
苦
し
い
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
今
大
事
な
の
は
働
く
人

た
ち
の
所
得
を
増
や
し
、
消
費
を
活
発
に

し
、
健
全
な
経
済
成
長
へ
の
好
循
環
を
作

り
出
す
こ
と
だ
。
自
治
体
が
発
注
す
る
公

共
工
事
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
働
く
人
た
ち

の
賃
金
も
し
っ
か
り
と
生
活
で
き
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
契
約
と
は
、

国
や
自
治
体
が
公
共
工
事
や
業
務
委
託
な

ど
の
発
注
で
受
託
す
る
事
業
者
と
の
間
で

結
ぶ
契
約
の
こ
と
。
そ
の
際
に
人
間
ら
し

く
働
く
こ
と
の
で
き
る
労
働
条
件
確
保
の

条
項
を
定
め
て
い
る
条
例
が
公
契
約
条
例

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
共
工
事
や
業
務
委

託
契
約
に
お
い
て
労
働
者
の
賃
金
の
下
限

を
定
め
、
労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の

確
保
、
労
働
環
境
の
整
備
に
よ
っ
て
市
民

生
活
の
向
上
を
図
る
と
い
う
目
的
を
持
っ

た
自
治
体
政
策
の
条
例
で
あ
る
。
現
在
、

全
国
で
7
つ
の
自
治
体
で
制
定
さ
れ
て
い

る
。
合
志
市
で
も
こ
の
条
例
が
必
要
で
は

な
い
か
。
少
な
く
と
も
今
後
、
調
査
・
研

究
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

財
政
課
長
　
公
契
約
条
例
に
つ
い
て
は
、

条
例
の
性
格
上
、
請
負
業
者
等
の
契
約
相

手
方
の
協
力
が
不
可
欠
だ
し
、
条
例
運
用

上
の
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
整
備
、
そ
れ
か
ら

専
門
的
知
識
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
性
質
の
条
例
を
各
自
治
体
が
整
備
し
運

用
す
る
よ
り
も
、
国
が
一
括
し
て
整
備
し

た
方
が
、
そ
の
効
果
も
影
響
力
も
格
段
に

違
う
と
思
う
。
例
え
ば
、
公
契
約
の
形
で

な
く
と
も
労
働
基
準
法
や
最
低
賃
金
法
に

よ
る
対
応
も
考
え
ら
れ
る
、
ま
ず
は
国
に

法
的
な
整
備
を
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

家
庭
の
健
康
に
つ
い
て

学
校
給
食
の
安
全
性
に
つ
い
て

県
の
地
域
づ
く
り
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ

推
進
補
助
金
活
用
に
つ
い
て

濱
口 

正
暁 

議
員

合
志
市
の
空
き
家
状
況
、総
住
宅
数

の
10
・
7
％
！
　
今
後
の
対
応
は
！

濱
口
　
熊
日
新
聞
「
増
え
る
空
き
家
」
の

特
集
記
事
で
、
総
務
省
住
宅
土
地
統
計
調

査
に
よ
る
と
、
平
成
20
年
全
国
の
空
き
家

は
7
5
7
万
戸
で
総
住
宅
数
の
13
・
1
％

と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
合
志
市
の
状
況
は
。

総
務
課
長
　
同
年
10
月
１
日
の
調
査
の
結

果
、
空
き
家
総
数
で
2
，１
4
0
戸
で
あ

り
、
内
訳
は
、
一
戸
建
て
が
6
2
0
戸
、

ア
パ
ー
ト
等
の
共
同
住
宅
が
１
，5
2
0

戸
で
あ
る
。

濱
口
　
こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
家
屋
の
腐

朽
・
破
損
の
あ
る
も
の
が
一
戸
建
て

1
8
0
戸
、
ア
パ
ー
ト
70
戸
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
空
き
家
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、

環
境
問
題
や
火
災
・
犯
罪
等
の
危
機
管
理

問
題
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
の
対
応
は
。
ま
た
、
そ
の
利
活

用
策
は
。

総
務
課
長
　
空
き
家
で
あ
る
こ
と
が
起
因

し
て
犯
罪
・
火
災
等
を
誘
発
す
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、

今
「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
」
に
関
す
る

条
例
制
定
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
長
　
空
き
家
の
有
効

使
用
と
し
て
県
の
地
域
再
生
拠
点
創
造
事

業
を
活
用
し
、平
成
23
年
度
、生
産
農
家
と

団
地
住
民
と
の
交
流
、ま
た
地
域
住
民
の
憩

い
の
場
と
し
て

上
庄
に
「
み
ん

な
の
家
」
を
整

備
し
、さ
ら
に

は
農
村
地
域
と

学
生
を
結
ぶ
事

業
等
を
進
め
て

い
る
。

濱
口
　
平
成
23
、
24
年
度
の
右
記
補
助
金

は
合
計
で
2
億
3
，0
0
0
万
円
、
総
事
業

数
で
1
2
6
件
の
採
択
が
あ
っ
た
。
こ
の
中

で
合
志
市
は
3
件
、
近
隣
の
山
鹿
市
は
11

件
。
聞
き
込
み
調
査
で
は
山
鹿
市
は
行
政

が
市
民
の
中
に
入
り
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助

け
等
を
し
て
い
る
。
当
市
で
も
必
要
で
は
。

企
画
課
長
　
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
事
業

提
案
制
度
を
設
け
、
随
時
募
集
し
て
い
る
。

企
画
課
が
窓
口
と
な
り
、
今
後
は
相
談
支

援
体
制
を
し
て
「
地
域
と
行
政
を
結
ぶ
調

整
役
と
し
て
の
役
割
」
を
果
た
し
た
い
。

上庄の「みんなの家」
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健
康
都
市
こ
う
し
に
つ
い
て

尾
方 

洋
直 

議
員

松
井 

美
津
子 

議
員

人
権
問
題
に
つ
い
て

松
井
　
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
に
つ
い

て
福
祉
課
、
人
権
啓
発
教
育
課
で
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

福
祉
課
長
　
啓
発
、
介
護
、
医
療
等
の
重

点
事
項
に
テ
ー
マ
ご
と
に
関
わ
り
な
が
ら

支
援
体
制
を
考
え
て
い
く
。

人
権
啓
発
教
育
課
長
　
市
民
啓
発
を
進
め

る
上
で
、
こ
の
法
律
の
第
3
条
の
基
本
理

念
と
第
5
条
の
地
方
公
共
団
体
の
責
務
の

部
分
は
特
に
大
事
で
す
。
今
後
、
基
本
法

の
内
容
、
重
要
性
等
を
市
民
に
知
ら
せ
て
、

市
民
啓
発
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
。

松
井
　
新
た
な
人
権
問
題
、
性
同
一
性
障

害
、
L
G
B
T
に
関
し
て
の
本
市
で
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

人
権
啓
発
教
育
課
長
　
性
同
一
性
障
害
に

つ
い
て
市
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識
、
問

題
解
決
に
向
け
て
人
権
意
識
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
く
。
そ
し
て
、
L
G
B
T
に
つ
い
て
も

差
別
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
人
権
尊

重
の
た
め
、
今
後
、
認
識
を
深
め
、
具
体

的
な
啓
発
を
進
め
る
。

松
井
　
こ
こ
ろ
の
宝
石
の
よ
う
な
人
権
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
文
を
啓
発
に
使
っ
て

は
ど
う
か
。

人
権
啓
発
教
育
課
長
　
中
学
生
の
豊
か
な

感
性
で
人
権
問
題
を
捉
え
た
作
文
を
啓
発

に
使
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
審
議
員
　
給
食
の
時
間
の
校
内
放
送

や
、
学
校
便
り
等
で
啓
発
に
努
め
る
。

松
井
　
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
制
度
に
つ

い
て
伺
う
。

福
祉
課
長
　
菊
池
圏
域
で
、
保
健
師
や
、

地
域
療
育
相
談
員
、
相
談
支
援
専
門
員
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
制
度
の
構

築
へ
向
け
て
進
め
て
い
る
。

松
井
　
市
民
の
利
便
性
と
収
納
向
上
の
た

め
、
税
金
の
コ
ン
ビ
ニ
払
い
に
つ
い
て
。

財
政
課
長
　
導
入
時
期
を
平
成
26
年
4
月

と
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、
各
種
事

務
処
理
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
コ
ン
ビ
ニ

収
納
代
行
業

者
と
の
契
約

が
済
ん
だ
と

こ
ろ
。
コ
ン

ビ
ニ
収
納
に

対
応
す
る
市

税
等
の
種
類

は
8
種
類
で

あ
る
。

尾
方
　
子
ど
も
の
食
生
活
で
食
品
添
加
物

に
よ
る
健
康
被
害
の
心
配
は
な
い
の
か
。

防
腐
剤
の
亜
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
合
成
着

色
料
、
そ
し
て
甘
味
料
と
多
く
の
添
加
物

が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ

な
健
康
障
害
の
要
因
と
し
て
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。
当
市
の
学
校
給
食
の
安
全
性
に

つ
い
て
問
う
。

教
育
部
長
　
学
校
給
食
の
食
材
購
入
に
あ

た
っ
て
は
、
特
に
地
産
地
消
に
心
掛
け
、

米
は
1
0
0
％
合
志
産
、
そ
の
他
パ
ン
、

野
菜
、
肉
類
に
お
い
て
も
合
志
や
近
隣
商

店
で
購
入
し
、
特
に
加
工
品
に
つ
い
て
も

添
加
物
の
少
な
い
食
材
購
入
に
努
め
て
い

る
。
完
璧
に
安
全
で
あ
る
と
は
言
え
な
い

が
食
品
衛
生
法
に
則
っ
た
食
材
を
使
用
し

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
第
一
に

考
え
学
校
給
食
に
お
け
る
食
材
購
入
に
つ

い
て
は
、
今
以
上
に
十
分
な
注
意
を
払
う

よ
う
改
め
て
指
導
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

家
庭
に
対
し
て
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
に

つ
い
て
学
校
を
通
じ
て
指
導
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

尾
方
　
今
日
国
内
で
年
間
20
万
人
の
方
が

脳
梗
塞
で
倒
れ
ら
れ
て
い
る
。そ
し
て
5
年

以
内
に
亡
く
な
り
、ま
た
寝
た
き
り
に
な
る
。

し
か
し
発
症
し
て
か
ら
4
時
間
半
以
内
に

病
院
に
行
っ
て
治
療
を
受
け
れ
ば
後
遺
症
も

無
く
完
治
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長
　
脳
梗
塞
治
療
薬

と
し
て
、
8
年
前
か
ら
「
t
‐
P
A
」
治

療
に
て
血
管
に
詰
ま
っ
た
血
栓
を
と
か
し
、

血
流
を
元
に
戻
す
こ
と
で
後
遺
症
が
残
ら

な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

尾
方
　
治
療
に
つ
い
て
大
事
な
こ
と
は
、

発
症
を
感
じ
て
い
ち
早
く
病
院
に
行
く
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
症
状

に
つ
い
て
周
り
の
人
も
理
解
す
る
こ
と
が

大
事
だ
。
大
分
県
内
で
は
中
学
校
の
生
徒

た
ち
が
家
庭
で
脳
梗
塞
の
症
状
が
出
た
場

合
、い
ち
早
く
病
院
に
行
く
よ
う
に
身
体
の

変
化
を
表
し
た
チ
ラ
シ
を
冷
蔵
庫
に
貼
っ

て
、
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長
　
初
期
症
状
の
発

見
が
非
常
に
大
事
だ
。
家
庭
や
周
り
の
人

た
ち
が
そ
の
症
状
に
気
が
付
く
よ
う
な
チ

ラ
シ
等
を
考
え
て
い
い
と
思
う
。
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濱
元 

幸
一
郎 

議
員

公
契
約
条
例
の
制
定
を
！

濱
元
　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
円
安
に
よ
る

原
材
料
費
や
燃
油
、
光
熱
水
費
、
小
麦
な

ど
の
高
騰
を
引
き
起
こ
し
、
中
小
企
業
や

漁
業
、
農
業
に
深
刻
な
打
撃
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
食
料
品
な
ど
の
値
上
が
り
で
家

計
を
圧
迫
し
て
い
る
。
多
く
の
国
民
は
生

活
必
需
品
の
値
上
が
り
で
、
む
し
ろ
賃
金

は
上
が
ら
な
い
中
で
、
苦
し
い
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
今
大
事
な
の
は
働
く
人

た
ち
の
所
得
を
増
や
し
、
消
費
を
活
発
に

し
、
健
全
な
経
済
成
長
へ
の
好
循
環
を
作

り
出
す
こ
と
だ
。
自
治
体
が
発
注
す
る
公

共
工
事
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
働
く
人
た
ち

の
賃
金
も
し
っ
か
り
と
生
活
で
き
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
契
約
と
は
、

国
や
自
治
体
が
公
共
工
事
や
業
務
委
託
な

ど
の
発
注
で
受
託
す
る
事
業
者
と
の
間
で

結
ぶ
契
約
の
こ
と
。
そ
の
際
に
人
間
ら
し

く
働
く
こ
と
の
で
き
る
労
働
条
件
確
保
の

条
項
を
定
め
て
い
る
条
例
が
公
契
約
条
例

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
共
工
事
や
業
務
委

託
契
約
に
お
い
て
労
働
者
の
賃
金
の
下
限

を
定
め
、
労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の

確
保
、
労
働
環
境
の
整
備
に
よ
っ
て
市
民

生
活
の
向
上
を
図
る
と
い
う
目
的
を
持
っ

た
自
治
体
政
策
の
条
例
で
あ
る
。
現
在
、

全
国
で
7
つ
の
自
治
体
で
制
定
さ
れ
て
い

る
。
合
志
市
で
も
こ
の
条
例
が
必
要
で
は

な
い
か
。
少
な
く
と
も
今
後
、
調
査
・
研

究
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

財
政
課
長
　
公
契
約
条
例
に
つ
い
て
は
、

条
例
の
性
格
上
、
請
負
業
者
等
の
契
約
相

手
方
の
協
力
が
不
可
欠
だ
し
、
条
例
運
用

上
の
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
整
備
、
そ
れ
か
ら

専
門
的
知
識
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
性
質
の
条
例
を
各
自
治
体
が
整
備
し
運

用
す
る
よ
り
も
、
国
が
一
括
し
て
整
備
し

た
方
が
、
そ
の
効
果
も
影
響
力
も
格
段
に

違
う
と
思
う
。
例
え
ば
、
公
契
約
の
形
で

な
く
と
も
労
働
基
準
法
や
最
低
賃
金
法
に

よ
る
対
応
も
考
え
ら
れ
る
、
ま
ず
は
国
に

法
的
な
整
備
を
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

家
庭
の
健
康
に
つ
い
て

学
校
給
食
の
安
全
性
に
つ
い
て

県
の
地
域
づ
く
り
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ

推
進
補
助
金
活
用
に
つ
い
て

濱
口 

正
暁 

議
員

合
志
市
の
空
き
家
状
況
、総
住
宅
数

の
10
・
7
％
！
　
今
後
の
対
応
は
！

濱
口
　
熊
日
新
聞
「
増
え
る
空
き
家
」
の

特
集
記
事
で
、
総
務
省
住
宅
土
地
統
計
調

査
に
よ
る
と
、
平
成
20
年
全
国
の
空
き
家

は
7
5
7
万
戸
で
総
住
宅
数
の
13
・
1
％

と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
合
志
市
の
状
況
は
。

総
務
課
長
　
同
年
10
月
１
日
の
調
査
の
結

果
、
空
き
家
総
数
で
2
，１
4
0
戸
で
あ

り
、
内
訳
は
、
一
戸
建
て
が
6
2
0
戸
、

ア
パ
ー
ト
等
の
共
同
住
宅
が
１
，5
2
0

戸
で
あ
る
。

濱
口
　
こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
家
屋
の
腐

朽
・
破
損
の
あ
る
も
の
が
一
戸
建
て

1
8
0
戸
、
ア
パ
ー
ト
70
戸
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
空
き
家
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、

環
境
問
題
や
火
災
・
犯
罪
等
の
危
機
管
理

問
題
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
の
対
応
は
。
ま
た
、
そ
の
利
活

用
策
は
。

総
務
課
長
　
空
き
家
で
あ
る
こ
と
が
起
因

し
て
犯
罪
・
火
災
等
を
誘
発
す
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、

今
「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
」
に
関
す
る

条
例
制
定
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
長
　
空
き
家
の
有
効

使
用
と
し
て
県
の
地
域
再
生
拠
点
創
造
事

業
を
活
用
し
、平
成
23
年
度
、生
産
農
家
と

団
地
住
民
と
の
交
流
、ま
た
地
域
住
民
の
憩

い
の
場
と
し
て

上
庄
に
「
み
ん

な
の
家
」
を
整

備
し
、さ
ら
に

は
農
村
地
域
と

学
生
を
結
ぶ
事

業
等
を
進
め
て

い
る
。

濱
口
　
平
成
23
、
24
年
度
の
右
記
補
助
金

は
合
計
で
2
億
3
，0
0
0
万
円
、
総
事
業

数
で
1
2
6
件
の
採
択
が
あ
っ
た
。
こ
の
中

で
合
志
市
は
3
件
、
近
隣
の
山
鹿
市
は
11

件
。
聞
き
込
み
調
査
で
は
山
鹿
市
は
行
政

が
市
民
の
中
に
入
り
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助

け
等
を
し
て
い
る
。
当
市
で
も
必
要
で
は
。

企
画
課
長
　
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
事
業

提
案
制
度
を
設
け
、
随
時
募
集
し
て
い
る
。

企
画
課
が
窓
口
と
な
り
、
今
後
は
相
談
支

援
体
制
を
し
て
「
地
域
と
行
政
を
結
ぶ
調

整
役
と
し
て
の
役
割
」
を
果
た
し
た
い
。

上庄の「みんなの家」
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笹
原
地
区
内
の

ゴ
ミ
問
題
の
解
決
を
早
く

今
村 

直
登 

議
員

上
田 

欣
也 

議
員

菊
池
恵
楓
園
の
将
来
構
想

実
現
に
市
民
の
理
解
と
力
を

上
田
　
5
月
に
開
か
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
市

民
学
会
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
合
志
市
か
ら
誰

か
参
加
し
た
か
。

福
祉
課
長
　
参
加
し
て
い
な
い
。

上
田
　
誰
か
参
加
し
て
合
志
市
の
P
R
と

交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
。菊
池
恵
楓
園
に
関
す
る
国
や
県

と
の
協
議
は
、ど
の
部
署
が
担
当
か
。

政
策
部
長
　
平
成
22
年
4
月
に「
菊
池
恵

楓
園
将
来
構
想
庁
内
検
討
会
」を
設
置
。市

長
を
は
じ
め
、担
当
各
部
課
長
を
も
っ
て
構

成
し
企
画
課
が
事
務
局
で
あ
る
。

市
長
　
恵
楓
園
に
つ
い
て
は
当
然
国
が
や

る
べ
き
こ
と
。地
方
自
治
体
の
責
務
と
し
て

国・県
へ
働
き
か
け
を
3
年
や
っ
て
き
た
。全

国
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
所
在
市
町
連
絡
協

議
会
で
統
一
見
解
を
出
し
、国
に
政
治
決
断

を
求
め
て
い
る
。ま
た
国
・
県
・
市
の
連
携
と

連
絡
会
議
設
置
も
求
め
る
。

上
田
　
国・県
が
動
か
な
い
こ
と
を
知
れ
ば

市
民
が
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。ま
た
ハ

ン
セ
ン
病
の
重
要
記
録
を
保
存
、活
用
、未

来
に
伝
達
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
合
志
市

に
必
要
だ
と
思
う
が
。

人
権
啓
発
教
育
課
長
　
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
の
啓
発
が
必
要
。
市
民
に
も
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
が
大
事
だ
と
認
識
し
て
も
ら
い
た

い
。

上
田
　
公
共
交
通
へ
の
転
換
と
し
て
、電
車
、

バ
ス
に
半
額
で
乗
車
で
き
る
運
転
免
許
証

自
主
返
納
者
割
引
制
度
に
つ
い
て
。

企
画
課
長
　
交
通
事
業
者
等
が
行
う
各
種

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
周
知
す
る
必
要
が
あ

る
。合
志
市
に
は
高
齢
者
向
け
弁
天
カ
ー
ド

が
あ
る
の
で
普
及
に
努
め
た
い
。

上
田
　
包
括
連
携
協
定
は
、星
合
教
授
の
理

論
で
説
明
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
長
　
人
と
人
と
が
つ

な
が
り
、新
し
い
事
業
や
地
域
課
題
を
解
決

し
て
い
く
こ
と
な
の
で
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ブ
ラ
ン
ド
の
考
え
方
と
合
致
す
る
。

上
田
　
財
政
計
画
を
見
直
す
時
期
は
。

財
政
課
長
　
策
定
時
の
前
提
条
件
が
崩
れ

た
場
合
や
、

年
度
ご
と
の

数
値
が
現
状

と
大
き
く
か

い
離
す
る
よ

う
に
な
っ
た

場
合
、変
更

す
る
こ
と
に

な
る
。

今
村
　
笹
原
地
区
で
ゴ
ミ
問
題
が
発
生
し

て
い
る
。
市
役
所
に
再
三
相
談
が
持
ち
込

ま
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
い
つ
か

ら
相
談
が
持
ち
込
ま
れ
、
ど
ん
な
対
応
を

し
て
き
た
か
。

環
境
衛
生
課
長
　
最
初
は
平
成
23
年
5
月
。

次
が
平
成
24
年
8
月
、
そ
の
後
は
今
年
の

2
月
頃
か
ら
5
件
ほ
ど
あ
っ
て
い
る
。
対

応
と
し
て
は
、
現
地
を
確
認
し
土
地
の
所

有
者
と
再
三
会
っ
て
撤
去
の
お
願
い
を
し

て
い
る
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
現

状
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
村
　
い
ろ
い
ろ
努
力
し
て
い
る
の
は
分

か
っ
た
が
、
他
か
ら
持
っ
て
き
た
も
の
を

自
分
の
敷
地
に
置
い
た
ら
財
産
と
言
え
る

の
か
。

環
境
衛
生
課
長
　
個
人
の
所
有
地
に
占
有

物
を
置
い
て
い
る
の
で
、
私
有
権
は
あ
る

と
思
う
。

今
村
　
全
く
お
か
し
な
話
だ
。
6
0
0
名

近
い
署
名
も
集
ま
っ
て
、
地
域
全
体
の
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
人
権
侵
害
事

件
と
思
わ
な
い
か
。

環
境
衛
生
課
長
　
公
共
の
福
祉
と
い
う
観

点
か
ら
考
え
る
と
、
非
常
に
問
題
が
あ
る

事
例
で
、
近
所
の
方
の
人
権
、
生
活
権
が

侵
害
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
。

今
村
　
泣
い
て
い
る
人
た
ち
に
思
い
を
よ

せ
て
何
と
か
解
決
し
な
け
れ
ば
と
い
う
強

い
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
あ
る
程
度
の
権
限
を
持
っ
た
条
例

化
を
指
示
さ
せ
て
い
る
。

今
村 

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
取
り
組
み

を
期
待
し
て
い
る
。

今
村
　
安
倍
首
相
の
「
農
業
・
農
村
所
得

目
標
10
カ
年
戦
略
」
は
T
P
P
に
対
応
で

き
る
か
。

事
業
部
長
　
例
え
ば
水
稲
専
業
農
家
の
場

合
、
夫
婦
で
20
　
の
耕
作
面
積
を
持
つ
と

な
る
と
合
志
市
で
は
23
経
営
体
と
な
る
。

酪
農
は
、
試
算
に
よ
る
と
乳
製
品
が

1
0
0
％
減
と
い
う
こ
と
で
全
滅
と
な
る
。

倍
増
計
画
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

今
村
　
全
く
不
可
能
な
数
字
を
並
べ
た
て

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
I
S
D
条
項
（
毒

素
条
項
）
ま
で
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

国
民
に
と
っ
て
百
害
あ
っ
て
一
利
無
し
だ
。

T
P
P
は
絶
対
反
対
だ
。
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青
木 

照
美 

議
員

防
災
に
つ
い
て

青
木
　
公
共
施
設
の
耐
用
年
数
は
。

各
担
当
課
長
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
庁

舎
は
50
年
。
同
じ
く
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
公
営
住
宅
は
70
年
、
木
造
は
30
年
。
水

道
配
水
管
40
年
。
下
水
道
管
き
ょ
50
年
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
は
60
年
。

青
木
　
耐
用
年
数
を
超
え
て
い
る
施
設
に

つ
い
て
の
改
修
計
画
は
。

都
市
計
画
課
長
　
市
営
住
宅
に
つ
い
て

1
7
0
戸
あ
る
。
今
年
度
「
市
営
住
宅
長

寿
命
化
計
画
」
を
策
定
し
、
方
針
を
定
め

な
が
ら
、
改
修
を
検
討
す
る
。

青
木
　
防
災
行
政
無
線
の
整
備
計
画
は
。

総
務
課
長
　
今
年
度
（
2
カ
年
）
2
億

4
0
0
0
万
円
予
算
計
上
し
た
。
現
在
は

合
志
区
域
と
西
合
志
区
域
の
２
親
局
で
構

成
さ
れ
未
統
合
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
を

一
元
化
す
る
。
具
体
的
に
は
屋
外
拡
声
子

局
の
新
設
や
移
設
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増
設

や
向
き
の
調
整
を
実
施
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
緊
急
時
、
市
全
域
へ
の
一
括
放
送
が
可

能
と
な
る
。
さ
ら
に
は
各
区
長
、
消
防
団

幹
部
へ
の
戸
別
受
信
機
の
配
備
も
計
画
し

て
い
る
。

青
木
　
新
環
境
工
場
を
防
災
拠
点
を
兼
ね

た
施
設
に
で
き
な
い
か
要
望
す
る
。

環
境
衛
生
課
長
　
既
に
合
志
市
内
４
カ
所

で
地
元
説
明
会
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の

中
で
「
地
元
へ
の
メ
リ
ッ
ト
も
考
慮
す
る

よ
う
」
要
望
も
頂
い
て
い
る
。
今
後
計
画

を
具
体
化
し
て
い
く
中
で
、
議
員
の
要
望

に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
組
合
に

伝
え
る
。

青
木
　
有
事
に
備
え
用
地
取
得
は
計
画
よ

り
広
め
に
確
保
し
て
頂
き
た
い
が
。

市
長
　
今
後
、
検
討
す
る
。

笹
原
地
区
の
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

T
P
P
は
、
国
を
壊
す

来
海 

恵
子 

議
員

風
疹
予
防
接
種

　
　
　
　
　助
成
を
！

来
海
　
風
疹
は
予
防
接
種
を
受
け
れ
ば
、

障
害（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）は
防
げ
る
。

予
防
接
種
で
リ
ス
ク
（
危
険
）
が
防
げ
る

な
ら
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て

呼
び
か
け
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。
常

に
、
危
機
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と

思
う
。
昨
日
（
6
月
18
日
）
の
熊
日
新
聞

の
記
事
だ
が
、「
小
児
学
会
か
ら
も
風
疹

の
流
行
を
阻
止
す
る
た
め
に
臨
時
的
に
予

防
接
種
を
勧
め
て
欲
し
い
」
と
、
あ
っ
た
。

市
民
の
方
か
ら
、「
私
は
今
妊
娠
し
て
い

ま
す
。
風
疹
の
抗
体
は
あ
る
の
で
心
配
は

し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
や
は
り
妊
娠
を

希
望
す
る
女
性
や
そ
の
家
族
に
予
防
接
種

の
一
部
費
用
を
負
担
し
、
風
疹
に
対
す
る

不
安
や
心
配
を
取
り
除
く
こ
と
が
必
要
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
財
政
的
に
市
に
負

担
を
か
け
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
風
疹
が
流

行
っ
て
い
る
の
で
不
安
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

ど
う
か
、
早
急
な
感
染
症
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。」
と
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。

接
種
費
用
の
全
額
と
は
言
わ
な
い
が
、
ぜ

ひ
、
風
疹
の
予
防
接
種
の
補
助
を
考
え
て

い
た
だ
け
な
い
だ
ろ
う
か
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長
　
20
代
か
ら
40
代

ま
で
接
種
機
会
が
な
か
っ
た
方
が
、
風
疹

に
感
染
し
て
い
る
。
昨
年
ま
で
中
学
1
年

生
と
高
校
1
年
生
ま
で
は
必
ず
予
防
接
種

を
す
る
の
で
、
20
歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち

は
抗
体
が
で
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て
も
、
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
量
も
考
え
な
く
て
は
い
か
ず
、

ま
ず
は
1
歳
と
6
歳
の
定
期
接
種
は
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
助
成
を
行
っ
て
い
る

市
町
村
も
あ
る
。
健
康
危
機
管
理
上
、
緊

急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
優

先
順
位
「
①
定
期
接
種
と
な
っ
て
い
る
乳

幼
児
（
1
歳
・
6
歳
）、②
妊
婦
の
配
偶
者
、

③
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
」
を
つ
け
て
、

助
成
を
考
え
て
い
く
。

来
海

　8
月
が
ピ
ー
ク
と
言
わ
れ
て
お
り
、

前
向
き
に
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。
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笹
原
地
区
内
の

ゴ
ミ
問
題
の
解
決
を
早
く

今
村 

直
登 

議
員

上
田 

欣
也 

議
員

菊
池
恵
楓
園
の
将
来
構
想

実
現
に
市
民
の
理
解
と
力
を

上
田
　
5
月
に
開
か
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
市

民
学
会
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
合
志
市
か
ら
誰

か
参
加
し
た
か
。

福
祉
課
長
　
参
加
し
て
い
な
い
。

上
田
　
誰
か
参
加
し
て
合
志
市
の
P
R
と

交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
。菊
池
恵
楓
園
に
関
す
る
国
や
県

と
の
協
議
は
、ど
の
部
署
が
担
当
か
。

政
策
部
長
　
平
成
22
年
4
月
に「
菊
池
恵

楓
園
将
来
構
想
庁
内
検
討
会
」を
設
置
。市

長
を
は
じ
め
、担
当
各
部
課
長
を
も
っ
て
構

成
し
企
画
課
が
事
務
局
で
あ
る
。

市
長
　
恵
楓
園
に
つ
い
て
は
当
然
国
が
や

る
べ
き
こ
と
。地
方
自
治
体
の
責
務
と
し
て

国・県
へ
働
き
か
け
を
3
年
や
っ
て
き
た
。全

国
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
所
在
市
町
連
絡
協

議
会
で
統
一
見
解
を
出
し
、国
に
政
治
決
断

を
求
め
て
い
る
。ま
た
国
・
県
・
市
の
連
携
と

連
絡
会
議
設
置
も
求
め
る
。

上
田
　
国・県
が
動
か
な
い
こ
と
を
知
れ
ば

市
民
が
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。ま
た
ハ

ン
セ
ン
病
の
重
要
記
録
を
保
存
、活
用
、未

来
に
伝
達
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
合
志
市

に
必
要
だ
と
思
う
が
。

人
権
啓
発
教
育
課
長
　
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
の
啓
発
が
必
要
。
市
民
に
も
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
が
大
事
だ
と
認
識
し
て
も
ら
い
た

い
。

上
田
　
公
共
交
通
へ
の
転
換
と
し
て
、電
車
、

バ
ス
に
半
額
で
乗
車
で
き
る
運
転
免
許
証

自
主
返
納
者
割
引
制
度
に
つ
い
て
。

企
画
課
長
　
交
通
事
業
者
等
が
行
う
各
種

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
周
知
す
る
必
要
が
あ

る
。合
志
市
に
は
高
齢
者
向
け
弁
天
カ
ー
ド

が
あ
る
の
で
普
及
に
努
め
た
い
。

上
田
　
包
括
連
携
協
定
は
、星
合
教
授
の
理

論
で
説
明
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
長
　
人
と
人
と
が
つ

な
が
り
、新
し
い
事
業
や
地
域
課
題
を
解
決

し
て
い
く
こ
と
な
の
で
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ブ
ラ
ン
ド
の
考
え
方
と
合
致
す
る
。

上
田
　
財
政
計
画
を
見
直
す
時
期
は
。

財
政
課
長
　
策
定
時
の
前
提
条
件
が
崩
れ

た
場
合
や
、

年
度
ご
と
の

数
値
が
現
状

と
大
き
く
か

い
離
す
る
よ

う
に
な
っ
た

場
合
、変
更

す
る
こ
と
に

な
る
。

今
村
　
笹
原
地
区
で
ゴ
ミ
問
題
が
発
生
し

て
い
る
。
市
役
所
に
再
三
相
談
が
持
ち
込

ま
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
い
つ
か

ら
相
談
が
持
ち
込
ま
れ
、
ど
ん
な
対
応
を

し
て
き
た
か
。

環
境
衛
生
課
長
　
最
初
は
平
成
23
年
5
月
。

次
が
平
成
24
年
8
月
、
そ
の
後
は
今
年
の

2
月
頃
か
ら
5
件
ほ
ど
あ
っ
て
い
る
。
対

応
と
し
て
は
、
現
地
を
確
認
し
土
地
の
所

有
者
と
再
三
会
っ
て
撤
去
の
お
願
い
を
し

て
い
る
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
現

状
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
村
　
い
ろ
い
ろ
努
力
し
て
い
る
の
は
分

か
っ
た
が
、
他
か
ら
持
っ
て
き
た
も
の
を

自
分
の
敷
地
に
置
い
た
ら
財
産
と
言
え
る

の
か
。

環
境
衛
生
課
長
　
個
人
の
所
有
地
に
占
有

物
を
置
い
て
い
る
の
で
、
私
有
権
は
あ
る

と
思
う
。

今
村
　
全
く
お
か
し
な
話
だ
。
6
0
0
名

近
い
署
名
も
集
ま
っ
て
、
地
域
全
体
の
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
人
権
侵
害
事

件
と
思
わ
な
い
か
。

環
境
衛
生
課
長
　
公
共
の
福
祉
と
い
う
観

点
か
ら
考
え
る
と
、
非
常
に
問
題
が
あ
る

事
例
で
、
近
所
の
方
の
人
権
、
生
活
権
が

侵
害
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
。

今
村
　
泣
い
て
い
る
人
た
ち
に
思
い
を
よ

せ
て
何
と
か
解
決
し
な
け
れ
ば
と
い
う
強

い
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
あ
る
程
度
の
権
限
を
持
っ
た
条
例

化
を
指
示
さ
せ
て
い
る
。

今
村 

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
取
り
組
み

を
期
待
し
て
い
る
。

今
村
　
安
倍
首
相
の
「
農
業
・
農
村
所
得

目
標
10
カ
年
戦
略
」
は
T
P
P
に
対
応
で

き
る
か
。

事
業
部
長
　
例
え
ば
水
稲
専
業
農
家
の
場

合
、
夫
婦
で
20
　
の
耕
作
面
積
を
持
つ
と

な
る
と
合
志
市
で
は
23
経
営
体
と
な
る
。

酪
農
は
、
試
算
に
よ
る
と
乳
製
品
が

1
0
0
％
減
と
い
う
こ
と
で
全
滅
と
な
る
。

倍
増
計
画
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

今
村
　
全
く
不
可
能
な
数
字
を
並
べ
た
て

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
I
S
D
条
項
（
毒

素
条
項
）
ま
で
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

国
民
に
と
っ
て
百
害
あ
っ
て
一
利
無
し
だ
。

T
P
P
は
絶
対
反
対
だ
。

　

 　

一 般 質 問G qe n e r a l u e s t i o n 一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 G qe n e r a l u e s t i o n

青
木 

照
美 

議
員

防
災
に
つ
い
て

青
木
　
公
共
施
設
の
耐
用
年
数
は
。

各
担
当
課
長
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
庁

舎
は
50
年
。
同
じ
く
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
公
営
住
宅
は
70
年
、
木
造
は
30
年
。
水

道
配
水
管
40
年
。
下
水
道
管
き
ょ
50
年
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
は
60
年
。

青
木
　
耐
用
年
数
を
超
え
て
い
る
施
設
に

つ
い
て
の
改
修
計
画
は
。

都
市
計
画
課
長
　
市
営
住
宅
に
つ
い
て

1
7
0
戸
あ
る
。
今
年
度
「
市
営
住
宅
長

寿
命
化
計
画
」
を
策
定
し
、
方
針
を
定
め

な
が
ら
、
改
修
を
検
討
す
る
。

青
木
　
防
災
行
政
無
線
の
整
備
計
画
は
。

総
務
課
長
　
今
年
度
（
2
カ
年
）
2
億

4
0
0
0
万
円
予
算
計
上
し
た
。
現
在
は

合
志
区
域
と
西
合
志
区
域
の
２
親
局
で
構

成
さ
れ
未
統
合
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
を

一
元
化
す
る
。
具
体
的
に
は
屋
外
拡
声
子

局
の
新
設
や
移
設
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増
設

や
向
き
の
調
整
を
実
施
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
緊
急
時
、
市
全
域
へ
の
一
括
放
送
が
可

能
と
な
る
。
さ
ら
に
は
各
区
長
、
消
防
団

幹
部
へ
の
戸
別
受
信
機
の
配
備
も
計
画
し

て
い
る
。

青
木
　
新
環
境
工
場
を
防
災
拠
点
を
兼
ね

た
施
設
に
で
き
な
い
か
要
望
す
る
。

環
境
衛
生
課
長
　
既
に
合
志
市
内
４
カ
所

で
地
元
説
明
会
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の

中
で
「
地
元
へ
の
メ
リ
ッ
ト
も
考
慮
す
る

よ
う
」
要
望
も
頂
い
て
い
る
。
今
後
計
画

を
具
体
化
し
て
い
く
中
で
、
議
員
の
要
望

に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
組
合
に

伝
え
る
。

青
木
　
有
事
に
備
え
用
地
取
得
は
計
画
よ

り
広
め
に
確
保
し
て
頂
き
た
い
が
。

市
長
　
今
後
、
検
討
す
る
。

笹
原
地
区
の
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

T
P
P
は
、
国
を
壊
す

来
海 

恵
子 

議
員

風
疹
予
防
接
種

　
　
　
　
　助
成
を
！

来
海
　
風
疹
は
予
防
接
種
を
受
け
れ
ば
、

障
害（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）は
防
げ
る
。

予
防
接
種
で
リ
ス
ク
（
危
険
）
が
防
げ
る

な
ら
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て

呼
び
か
け
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。
常

に
、
危
機
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と

思
う
。
昨
日
（
6
月
18
日
）
の
熊
日
新
聞

の
記
事
だ
が
、「
小
児
学
会
か
ら
も
風
疹

の
流
行
を
阻
止
す
る
た
め
に
臨
時
的
に
予

防
接
種
を
勧
め
て
欲
し
い
」
と
、
あ
っ
た
。

市
民
の
方
か
ら
、「
私
は
今
妊
娠
し
て
い

ま
す
。
風
疹
の
抗
体
は
あ
る
の
で
心
配
は

し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
や
は
り
妊
娠
を

希
望
す
る
女
性
や
そ
の
家
族
に
予
防
接
種

の
一
部
費
用
を
負
担
し
、
風
疹
に
対
す
る

不
安
や
心
配
を
取
り
除
く
こ
と
が
必
要
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
財
政
的
に
市
に
負

担
を
か
け
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
風
疹
が
流

行
っ
て
い
る
の
で
不
安
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

ど
う
か
、
早
急
な
感
染
症
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。」
と
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。

接
種
費
用
の
全
額
と
は
言
わ
な
い
が
、
ぜ

ひ
、
風
疹
の
予
防
接
種
の
補
助
を
考
え
て

い
た
だ
け
な
い
だ
ろ
う
か
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長
　
20
代
か
ら
40
代

ま
で
接
種
機
会
が
な
か
っ
た
方
が
、
風
疹

に
感
染
し
て
い
る
。
昨
年
ま
で
中
学
1
年

生
と
高
校
1
年
生
ま
で
は
必
ず
予
防
接
種

を
す
る
の
で
、
20
歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち

は
抗
体
が
で
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て
も
、
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
量
も
考
え
な
く
て
は
い
か
ず
、

ま
ず
は
1
歳
と
6
歳
の
定
期
接
種
は
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
助
成
を
行
っ
て
い
る

市
町
村
も
あ
る
。
健
康
危
機
管
理
上
、
緊

急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
優

先
順
位
「
①
定
期
接
種
と
な
っ
て
い
る
乳

幼
児
（
1
歳
・
6
歳
）、②
妊
婦
の
配
偶
者
、

③
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
」
を
つ
け
て
、

助
成
を
考
え
て
い
く
。

来
海

　8
月
が
ピ
ー
ク
と
言
わ
れ
て
お
り
、

前
向
き
に
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。
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議員参加の主な行事 議 会 の 動 き
（4月～6月）

5
月
27
日

戦
没
者
追
悼
式

5
月
25
日

第
1
回
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ブ
ラ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

5
月
19
・
20
日

中
学
校
体
育
大
会

6
月
29
日

第
1
回
ハ
ン
セ
ン
病
啓
発

事
業
講
演
会

5
月
30
日

事
務
事
業
検
証
会

　19
日
に
合
志
中
学
校
、
西
合
志

中
学
校
、
20
日
に
西
合
志
南
中
学

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
ご
遺
族
様
は
じ
め
多
数
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　　崇
城
大
学
の
星
合
隆
成
教
授
の

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
性
化
・

産
業
振
興
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　朝
日
新
聞
記
者
の
高
木
智
子
さ

ん
の
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

　8
月
ま
で
に
4
回
の
会
議
を
行

い
、
市
の
事
務
事
業
を
検
証
し
ま

す
。議
会
か
ら
も
委
員
が
出
て
い

ま
す
。

15 14第30号第30号
合志市議会だより合志市議会だより

 【4月】
 1日 議会広報調査特別委員会
 4日 第251回熊本県市議会議長会（阿蘇市）
 9日 議会運営委員会
 10日 議会広報調査特別委員会
 17日 議会広報調査特別委員会
 19日 全員協議会
  総務常任委員会
  健康福祉常任委員会
  文教常任委員会
 25日 九州市議会議長会第5回理事会（鹿児島市）
  第88回九州市議会議長会定期総会（鹿児島市）
 26日 熊本県あさぎり町議会より
  「保育所運営の取り組みについて」視察研修

 【5月】
 1日 議会運営委員会
  第2回臨時会
 11日 議会報告会（ヴィーブル文化会館）
 16日 鹿児島県志布志市議会より「議会改革の取り
  組みについて、ほか」視察研修
 18日 議会報告会（御代志市民センター講堂）
 20日 福島県会津若松市議会より「合志市保健福祉
  センターふれあい館」視察研修
  文教経済常任委員会
 21日 文教経済常任委員会
  第252回熊本県市議会議長会（東京都）
 22日 第89回全国市議会議長会定期総会（東京都）
 23日 健康福祉常任委員会
 29日 第106回市議会議員共済会代議員会（東京都）
 30日 議会運営委員会

 【6月】
 7日 議会運営委員会
  第2回（6月）定例会開会
  全員協議会
 12日 議会広報調査特別委員会
 19日 全員協議会
 24日 第2回（6月）定例会閉会
  全員協議会

2013年5月29日
菊池養生園保健組合議会全員協議会
ならびに第1回臨時会

2013年6月26日
菊池広域連合議会臨時会

2013年6月25日
菊池養生園保健組合議会全員協議会
ならびに第2回臨時会

木村・松井
尾方・青木

木村・松井
尾方・青木

2013年6月28日
環境保全組合全員協議会・臨時議会

池永・島田
来海・吉永

2013年7月9～11日
環境保全組合議会視察研修 木場田・坂本武

木場田・坂本武

【出席議員】 

一部事務組合行事報告

議会報告会ご参加ありがとうございました

アンケート結果
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分かり
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分かり
やすかった

　今回、合志市議会として、初めての試みであります議会報告会を開催しました。
　ご参加いただきました市民の皆さま方に、心より感謝と御礼を申し上げます。
　内容といたしましては、議会の活動報告と市民の皆さま方からのご意見に対する質疑応答でありました。合志市の医
療、警察施設の充実、道路等身の回りの生活環境、コミュニティ運営などに対する強い要望や御意見をいただきました。
　また、合併後のまちづくりに対しては厳しいご意見もありました。これも議会に対する皆さまの強いご期待であると受
け止めております。
　これらのご意見に対して、議会でできること、執行部に要望することをよく吟味し、少しでも皆さまのご要望に応える
べく努力してまいりたいと思います。
　議員からの意見としても「開催した意義は、あった」「会場や開催場所の検討を」「パワーポイントでの一方的な説明だ
けでなく研究が必要」「対話の時間が必要」等々の意見があり、今後も皆様から頂いたご意見を参考にし、進化させ報告
会は、続けて行きたいとの結論になりました。

　これらのアンケート結果やご意見等を参考にさせていただき、次回の報告会がより良くなるよう努力してまいりたいと思い
ます。市民の皆さま方のご参加をよろしくお願いいたします。

5月11日
合志市総合センターヴィーブル
5月18日
御代志市民センター
　　　　    参加者　計150人
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議員参加の主な行事 議 会 の 動 き
（4月～6月）

5
月
27
日

戦
没
者
追
悼
式

5
月
25
日

第
1
回
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ブ
ラ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

5
月
19
・
20
日

中
学
校
体
育
大
会

6
月
29
日

第
1
回
ハ
ン
セ
ン
病
啓
発

事
業
講
演
会

5
月
30
日

事
務
事
業
検
証
会

　19
日
に
合
志
中
学
校
、
西
合
志

中
学
校
、
20
日
に
西
合
志
南
中
学

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
ご
遺
族
様
は
じ
め
多
数
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　　崇
城
大
学
の
星
合
隆
成
教
授
の

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
性
化
・

産
業
振
興
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　朝
日
新
聞
記
者
の
高
木
智
子
さ

ん
の
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

　8
月
ま
で
に
4
回
の
会
議
を
行

い
、
市
の
事
務
事
業
を
検
証
し
ま

す
。議
会
か
ら
も
委
員
が
出
て
い

ま
す
。
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一般会計補正予算可決
　コミュニティ助成や子育て支援

議会報告会の開催

新しい委員会構成

条例改正可決
　特別職及び一般職の給与の削減

※日程は、変更になる場合があります。

平成25年第3回定例会日程（予定）

お知らせ

委員会報告
（質疑、討論、表決）

議員提出議案
（上程、質疑、討論、表決）

本会議水25

金20

木19 一般質問本会議

水18

金13

木12

水11
付託事件の審査常任委員会

火10

質疑、委員会付託本会議月9

９

市長提出議案上程及び説明本会議水4

主な内容会議名曜日月

9 4

議会だよりに対するご意見は

暑さをふっとばせ！

　町
議
1
期
目
に
広
報
委
員
に
な
っ
て
以
来

実
に
16
年
振
り
に
広
報
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

委
員
長
を
先
頭
に
新
人
議
員
の
皆
さ
ん
が
実

に
手
際
よ
く
仕
事
を
進
め
て
い
る
の
を
み
て

感
心
し
ま
し
た
。
町
議
1
期
目
の
広
報
委
員

時
代
と
は
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回

は
初
参
加
で
す
の
で
、
み
ん
な
が
気
を
使
っ

て
く
れ
て
何
と
か
付
い
て
行
っ
た
と
い
う
の

が
実
情
で
す
。
一
方
で
確
実
に
世
代
交
代
が

進
ん
で
い
る
と
言
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

議
会
も
一
つ
の
社
会
と
考
え
る
と
、
元
気
な

若
手
の
議
員
、
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
議
員
、

子
育
て
真
っ
最
中
の
議
員
等
々
こ
れ
等
が
織

り
成
し
て
或
い
は
切
磋
琢
磨
し
て
住
民
の
た

め
の
政
治
が
行
わ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
喜

ば
れ
る
議
会
活
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

痛
感
し
て
い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
は
そ
の
議

員
の
活
動
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
の
が
使
命
と
思
い
ま
す
。
今
年
は

例
年
に
な
い
猛
暑
、
お
体
を
大
切
に
！

議会広報調査
特別委員会
議会広報調査
特別委員会

〒861-1195 熊本県合志市竹迫2140
TEL（096）248-2038　URL www.city.koshi.lg.jp/
発　行／合志市議会　編　集／議会広報調査特別委員会
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集
後
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委 員 長　島田　敏春

副委員長　今村　直登

委　　員　上田　欣也

委　　員　後藤　修一

委　　員　松本　龍一

委　　員　西嶌　隆博

合志市議会だより  きずな
No.30　2013年8月15日

合志市 議会だより 第30号

（合志南小学校  プ
ール授業風景）

主な内容

遠い昔の水泳の授業

を思い出します。プー

ルで泳ぎを覚えまし

た。

子どもたちの未来が

キラキラ輝いていま

す。

合志市議会事務局

 電話  096-248-1111（代表）
　　　　　　　248-2038（直通）
 Fax　096-248-2047
 メールアドレス  gikai@city.koshi.lg.jp

表紙のはなし

合志義塾

　合志義塾は、
教育勅語に感
銘を受けた工藤
左一（さいち）と
平田一十（いち
じゅう）の二人の青年教師が、農村の子どもたちに中等以上
の教育の機会を与えようと設立した私塾です。明治25年4
月に合志郡西合志村の黒松に開校し、昭和25年3月まで
の58年間に6,590人の卒業生を送り出しました。
　この塾では、戦前の時代としては珍しく、英国の名門学校
のような自治制を敷いた男女共学の農民教育を行いました。

　市では合志義
塾を題材にした
マンガを、来年３
月末までに作成し、
市内の学校や施
設に配布する予
定です。

草創期の合志義塾生

昭和6年頃の合志義塾


